





















それぞれ 2.0 mm、1.2 mm、1.0 mm、0.8 mm となる MR 画像を撮像した。撮像で得られた画
像を用いて仮想膀胱鏡画像を作成し視覚評価を行った。次に臨床評価として、膀胱の MRI
検査前に膀胱鏡検査を実施された 40名の患者を対象に仮想膀胱鏡画像を作成した。膀胱鏡
検査を基準とし、仮想膀胱鏡画像の腫瘍検出率、感度、特異度、陽性的中率を算出した。評
価者は、放射線科専門医師 1 名にて行った。なお、本研究は昭和大学横浜市北部病院臨床試
験審査委員会の承認後、病院長の研究実施許可を得てからデータ収集を行った（承認番号：
18H072）。 
結果、MR 画像を用いた仮想膀胱鏡画像の腫瘍検出率は 83.3％であり、単一腫瘍のみの時
は 95.4％であった。仮想膀胱鏡画像における病理を含めた最終診断に基づく検査精度評価
は、全体の腫瘍の感度、特異度、陽性的中率はそれぞれ 83.9％、100％、100％であった。ま
た、単一腫瘍のみの評価では、95.7％、100％、100％であった。 
このことから、MR 画像を用いた仮想膀胱鏡画像は、膀胱癌の検出に有効であり、臨床的
に使用できる可能性が示唆された。 
 
